
　　　　

令和　8 年　1 月　29 日 

地域密着型サービス 運営推進会議 

事業所名称…グループホームあした葉 
サービス種類…認知症対応型共同生活介護・共用型認知症通所介護 
会議開催日…　令和　8 年　1 月 29 日（木）　（令和 7 年度 第 5 回） 
郵送者…　　グループホームあした葉　　　　 
出席者 

議事 
1. 事故報告（年間） 

令和７年　１/１～１２/３１の自己：ヒヤリハット報告を行う。 

事故後、全職員にて対応策の案を考えており、他人ごとではないという意識をもつように 

している。事故を０（ゼロ）にすることはできないと思うが、ヒヤリハットの活用や 

職員間での情報共有をしっかり行うことで、未然に防げる事故があるので、事故に対する 

意識の改善に努めていく必要がある。 

 

 

2. 看取り介護について 

協力医療機関の変更に伴い、看取り介護について 

家族の希望を聞きながら医療との連携を図ること、ご家族や入所者が不安なく過ごせるよう 

に取り組むことを説明する。 

 

 

３.サービス提供状況 
　〇グループホーム入退居利用状況（11 月末～現在） 

退居　2名　要介護 5　92 歳女性　　入居　名　要介護 1　85 歳女性　　 

入院　0名　　退院　0名　　　　ショートステイ　1名　(11/20～12/13, 12/28～1/20) 

　現在　16 名　（女性 14 名　男性 2名）　　　　待機者　4名 

　要介護１（3名）要介護２（0名）要介護３（4名）要介護４（6名）要介護５（2名） 

　平均介護度　2.97（１F3.56　２F　2.38）　平均年齢　90.0 歳（1F 87.2 歳　２F　92.8 歳）　 

　〇デイサービス利用状況(利用定員　３人/日) 

　　　月（0名）　火（0名）　水（0名）　木（0名）　金（0名） 

 

 

 

 事業所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１人 利用者　　 ０人

 利用者家族　　　　　　　　 ４人 地域代表者　　 １人

 松江市職員　　　 ０人 包括支援センター  １人

 知見を有する者（　　　　）  ０人 その他 ０人



　　　　

3．その他 

　（施設より）１月の地震の際、訓練もかねて２階入所者を 1階へ避難誘導した。 

　　　　　　非難が難しい方、寒さ対策、避難時にあるとよいもの等検討するべき 

　　　　　　ことがあった。災害について改めていろんな想定をしないといけないと 

　　　　　　感じた。 

　（地域の方より）地震の際は、外出しており自分もどこへ行けばよいのか考えた。 

　　　　　　地域の防災隊にいるのに、あした葉のことは考えておらず反省した。 

　　　　　　次になにかあった時には、あした葉へ声をかけたいと思う。 

　　　　　　大きな地震があったのはかなり前になるので、みんなが大丈夫だという 

　　　　　　考えだったと思う。 

　　　　　　地震に限らず、火災などの情報は携帯で情報の収集をすることができる。 

　　　　　　無料なので、活用してみるのも良いと思う。 

　（地域包括より）事故報告で、離苑を未然に防いでおりきちんと入所者をみて 

　　　　　　いると感じた。 

　　　 

　　　　　　次回　運営推進会議は令和８年　3月の予定です　 

　　　　　　　　　行事報告（年間）の予定です。 

※事業所確認欄　 
 ☑活動報告についての評価を受けることができたか。

 ☑要望・助言等受ける機会を設けたか。


